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特集 ◦ 景観・歴史まちづくりを通じた「まち」の魅力の創造

NPO法人まちづくりネット八女理事長　北島　力

史地区の持続するまちづくりの実践
～福岡県八女市八女福島の現場から～
まちの担手＆コミュニティ持続、
伝統建築技術伝承をどう取組むか

歴

１．はじめに
八女市の市街地である福島地区は、江戸期の直
前に整備された福島城の城下町の町割りをそのま
ま受け継いでおり、江戸から明治期に交通の要衝
の地であったことから物産の集散地として栄えた
商家町である。地区には大火を経験して江戸後期
に完成した「居蔵（いぐら）」と呼ばれる重厚な妻
入り入母屋の土蔵造の町家建築等が、旧往還道沿
いに連続して残っている。

八八女女福福島島のの町町並並みみ：：地地区区のの範範囲囲
伝伝建建地地区区とと街街環環地地区区

福福島島城城下下町町空空間間復復原原図図（慶長6年／1601年整備）

都都市市計計画画道道路路拡拡幅幅をを廃廃止止

旧旧豊豊後後別別路路（（街街道道））

八八女女福福島島のの町町並並みみ（重伝建地区） 福福島島商商人人がが活活躍躍ししたたままちち

町家建築は、明治中期と昭和初期の道路拡幅に
伴う軒切によって正面の一階意匠が大きく変化し

たが、開発から取残されたことも幸いし、町家群
は残った。1995 年（Ｈ７）に街なみ環境整備事
業（＝街環事業）導入後、2002 年（Ｈ 14）に重
要伝統的建築物保存地区（＝重伝建地区）に選定
された。
重伝建選定後約 20年が経過し、現在は、さま
ざまなテーマごとに多くのまちづくり団体（市民
団体）が発足し、この八女福島の町並みを舞台に
活動を展開しながら、連携を強めている。
ここでは、地域の文化遺産である伝統的建造物
群の保存継承の取組みの中で、八女福島のまちづ
くりの特徴である伝統建築技術の伝承と空き町家
の再生活用するための積極的な活動を紹介する。

２．私たちが力を入れてきた
　活動とその特徴
１）伝統建築技術の伝承の活動
町並みの保存継承を持続させる活動の第一は、
重伝建地区の保存修理・修景事業（＝伝建事業）
を担う地元建築集団を組織化し、伝統建築技術の
育成・継承である。2000 年（Ｈ 12）４月には

●●１１９９９９１１年年（（ＨＨ３３））

・・超超大大型型台台風風 １１７７号号・・１１９９号号にによよりり町町家家のの被被害害甚甚大大
●● １１９９９９３３・・１１９９９９４４年年（（ＨＨ５５・・６６））

・・市市民民団団体体・・２２団団体体発発足足、、町町並並みみ保保存存をを公公約約にに掲掲げげたた若若いい市市長長がが誕誕生生
●● １１９９９９５５年年（（ＨＨ７７））
・・「「八八女女福福島島町町並並みみ保保存存会会」」発発足足 （（住住民民組組織織・・1122町町内内会会））
・・「「街街ななみみ環環境境整整備備事事業業」」でで町町家家等等のの修修理理・・修修景景事事業業のの開開始始

●● ２２００００００年年（（ＨＨ１１２２））

・・「「NNPPOO 八八女女町町並並みみデデザザイインン研研究究会会」」発発足足 （（建建築築士士・・職職人人のの建建築築集集団団））
●●２２００００２２年年（（ＨＨ１１４４））５５月月

・・八八女女福福島島のの町町並並みみ「「重重要要伝伝統統的的建建造造物物群群保保存存地地区区」」＝＝重重伝伝建建地地区区にに選選定定
●●２２００００３３・・２２００００４４年年（（ＨＨ１１５５・・１１６６））

・・「「NNPPOO 八八女女空空きき家家再再生生ススイイッッチチ」」発発足足 （（空空きき家家再再生生のの専専門門集集団団））
・・「「NNPPOO 八八女女町町家家再再生生応応援援団団」」発発足足 （（空空きき家家再再生生のの専専門門集集団団））

●●２２００１１００年年（（ＨＨ２２２２））：：空空きき家家再再生生活活用用とと伝伝統統建建築築技技術術のの育育成成継継承承のの協協働働活活動動

・・日日本本ユユネネススココ協協会会連連盟盟ののププロロジジェェククトト未未来来遺遺産産にに第第１１号号登登録録
●●２２００１１１１年年（（ＨＨ２２３３））：：八八女女町町家家ねねっっととホホーームムペペーージジ開開設設

・・「「NNPPOO ままちちづづくくりりネネッットト八八女女」」発発足足 （（空空きき家家再再生生のの専専門門集集団団））
●●２２００１１３３年年（（ＨＨ２２５５））

・・ドドキキュュメメンンタタリリーー映映画画「「ままちちやや紳紳士士録録」」（（町町並並みみのの再再生生））をを製製作作しし、、全全国国上上映映
●●２２００１１４４年年（（ＨＨ２２６６））

・・「「第第３３６６回回ササンントトリリーー地地域域文文化化賞賞」」をを受受賞賞

●● 八八女女福福島島ののままちちづづくくりりのの歩歩みみ ●●
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伝統技法を駆使した町家の構造等を学び、地元建
築関係者の立場から町並み保存継承のあり方を考
え、本物を残していくために「NPO法人八女町

並みデザイン研究会」（＝「デザイン研究会」）を
発足させた。町家等の保存修理・修景事業等の住
民相談活動を担いながら、その事業実施にあたっ
て、設計監理及び施工を担うためである。その継
続した活動は、今日までに、約 250 棟の歴史的な
建築物の内、約 160 棟が修理を終えて、通りの景
観が少しずつ蘇ってきている。

①地元建築集団の具体的な活動内容

地元住民向けの修理・修景事業の無料相談活動
のほか、伝統建築技術の技術習得として修理・修
景事業の現場を利用しての研修会を毎年取組んで
いる。2016 年度から技術・技能者講習会も実施
している。（年に１～２日間）
八女福島では、伝建事業及び街環事業の補助事
業として年に４～５棟の修理・修景事業を行って
いる。それをデザイン研究会の会員が実施設計・
設計監理及び工事施工を担っている。特に設計に
おいては、入念に時間をかけて現況・履歴調査を
行いつつ、建築主や市担当者と相談し、また大学
の専門家の指導も受けながら取組んでいる。

②これからの課題
ア）年々修理技術は向上しているが、充分とは言
えない。痕跡を含む履歴調査の充実を計り、文
化財としてより正確な修理を目指すと共に失わ
れつつある伝統の技を再生し、次世代に継承す
るため、若い建築士及び職人の育成が急務であ
る。
イ）近年、修理工事の人件費、材料費等は、値上
がりが続いている。そのことは建築主の負担増
大につながり、一方では高齢化も進んでいる中、

建築主の補助金以外の自己負担能力には限界が

★★行行政政（（八八女女市市））

定定住住対対策策課課

（（町町並並みみ景景観観係係））

★★住住民民のの
推推進進機機関関

八八女女福福島島町町並並みみ
保保存存会会

★★ままちちづづくくりり団団体体

○○八八女女・・本本町町筋筋をを愛愛すするる会会
○○八八女女ふふるるささとと塾塾
○○八八女女市市観観光光案案内内人人のの会会
○○NNPPOO八八女女町町家家再再生生応応援援団団
○○NNPPOO八八女女空空きき家家再再生生ススイイッッ
チチ
○○NNPPOOままちちづづくくりりネネッットト八八女女

★★諮諮問問機機関関

八八女女市市伝伝建建審審議議会会
≪≪専専門門委委員員≫≫（（九九州州大大学学、、
久久留留米米工工業業大大学学、、地地元元建建
築築家家等等

★★ままちちづづくくりり団団体体
（（設設計計・・施施工工））

○○NNPPOO八八女女町町並並みみデデザザイインン
研研究究会会

住住民民

協協定定者者

空空きき家家活活用用委委員員会会

参画
協力

連携
協力

代表者委任・相談意見収集・合意形成

申請・相談
許可・助成・指導

相談・協力

助言・答申
意見具申

諮問

専門委員から 助言・指導

●● 八八女女福福島島ののままちちづづくくりり推推進進体体制制 ●●

景景観観委委員員会会

広広報報・・観観光光委委員員会会

町町並並みみ保保存存会会へへはは、、
事事務務局局をを担担当当ししてて支支援援

相談 参画・支援

・・ホホーームムペペーージジをを共共有有
・・情情報報発発信信強強化化
・・「「八八女女町町家家ねねっっとと」」

様様々々ななままちちづづくくりり団団体体がが連連携携
しし、、得得意意分分野野をを伸伸ばばすす

★★ままちちづづくくりり会会社社

◯◯ ((株株))  ＮＮＯＯＴＴＥＥ八八女女
農農泊泊事事業業：： 共共有有団団体体とと連連携携

○○八八女女タタウウンンママネネーージジメメンントト((株株))
宿宿泊泊事事業業：： 八八女女商商工工会会議議所所

連携

公公民民協協働働

全国町並み保存連盟加盟

アドバイザー(株)つぎと

5

●● 八八女女福福島島ののままちちづづくくりりのの特特徴徴 ●●

町家を修理する伝伝統統建建築築

技技術術のの後後継継者者のの減減少少

少子高齢化
町町家家等等のの空空きき家家のの増増加加

伝統建築技術の伝承
≪≪ＮＮＰＰＯＯ八八女女町町並並みみデデザザイインン研研究究会会≫≫

空き町家等の再生活用
≪≪ＮＮＰＰＯＯ八八女女町町家家再再生生応応援援団団≫≫

≪≪ＮＮＰＰＯＯ八八女女空空きき家家再再生生ススイイッッチチ≫≫
≪≪ＮＮＰＰＯＯままちちづづくくりりネネッットト八八女女≫≫

「八女福島遺産」 保存継承 暮暮ららしし・・ココミミュュニニテティィのの持持続続

＊＊日日本本ユユネネススココ ・・ ププロロジジェェククトト未未来来遺遺産産 22001100登登録録＊＊

【ププロロジジェェククトトのの目目標標】

【文文化化遺遺産産のの継継承承とと仕仕組組みみづづくくりり 】

【八八女女町町家家ねねっっとと】

6

●● 伝伝統統建建築築技技術術のの伝伝承承・・育育成成 ●●
ＮＮＰＰＯＯ法法人人八八女女町町並並みみデデザザイインン研研究究会会＝＝建建築築ままちちづづくくりり集集団団

【会員：３６名（（建建築築士士１１４４、、建建設設会会社社等等１１５５、、職職人人等等７７）） 】】

○○地地元元のの建建築築士士・・職職人人がが、、地地元元ののままちちづづくくりりにに汗汗ををかかくく

➔➔ 地地域域のの活活性性化化にに貢貢献献

（住民への建物修理の相談活動）

（日本文化である地域風土・匠の伝統建築技術を再構築）

○○地地元元のの建建築築士士・・職職人人がが、、歴歴史史的的建建築築物物のの修修理理事事業業をを担担うう

➔➔ 公公共共事事業業がが地地域域経経済済のの循循環環にに

（年間約４～５棟で約１億円～ １億２千万円の経済が循環）

○○伝伝統統建建築築技技術術のの若若者者のの担担手手をを育育成成 ➔➔ 伝伝統統建建築築技技術術のの伝伝承承

（建築士の後継者の育成）

（大工・左官・建具等職人の後継者の育成）

7

◇◇ 歴歴史史的的なな建建築築物物のの保保存存修修理理・・修修景景事事業業のの実実績績 ◇◇

街街環環事事業業（（ＨＨ77～～RR11）） ：：建建築築物物 ４４２２棟棟
伝伝建建事事業業（（ＨＨ1144～～RR11）） ：：建建築築物物 １１２２００棟棟

計計 １１６６２２棟棟

今今後後 修修理理がが必必要要なな歴歴史史的的なな建建築築物物：：約約９９００棟棟

八女公園

八女伝統工芸館

福島八幡宮

八女市役所 福島小

西勝寺

正福寺

明永寺

無
量
寿
院

急急ががなないい計計画画的的にに実実施施。。

歴歴史史やや文文化化はは、、長長年年のの営営みみ
のの中中でで、、形形成成さされれてていいくく。。
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ある。
	 　今後、行政の補助金充実を求めながら、一方
で建築主の負担能力に応じて、修理工事の内容
を選択したり、工事工程等の効率化の努力の追
求などの様々工夫で、工事費を抑えることが求
められている。

２）≪空き町家の保存再生活動≫
町並みの保存継承を持続させる活動の第二は、
少子高齢化による空き家の増加に対して、再生活
用の仕組みづくりである。2003 年（Ｈ 15）１月
空き家再生活用の専門集団として「NPO法人八
女町家再生応援団」（＝「町家再生応援団」）を発
足させた。地域のコミュニティを担う外からの人
材（移住者）を町家の「継手」、まちの「担手」と
して、積極的に受入れている。具体的には、行政
の担当部署及び他のまちづくり団体（八女福島町
並み保存会と複数のNPO）との連携を強めなが
ら、空き家の所有者（住民等）及び移住希望者へ
の相談活動を協働で取組んでいる。

9

●● 空空きき町町家家等等のの再再生生活活用用 ●●
ＮＮＰＰＯＯ法法人人 八八女女町町家家再再生生応応援援団団（（１１２２名名））

ＮＮＰＰＯＯ法法人人 八八女女空空きき家家再再生生ススイイッッチチ（（２２００名名））
ＮＮＰＰＯＯ法法人人 ままちちづづくくりりネネッットト八八女女（（１１８８名名））

＝＝空空きき家家再再生生ののままちちづづくくりり集集団団

○○空空きき家家再再生生ＮＮＰＰＯＯとと建建築築集集団団ＮＮＰＰＯＯががタタッッググ➔➔ 住住民民組組織織はは支支援援

（（そそれれぞぞれれのの得得意意分分野野をを尊尊重重しし、、ううままくく連連携携））

○○空空きき家家をを解解体体ささせせなないい懸懸命命のの努努力力 ➔➔ 町町並並みみのの価価値値をを下下げげなないい

（（地地元元のの人人がが約約２２２２軒軒をを買買取取りり、、寄寄附附受受入入ななどど、、更更地地化化をを防防ぐぐ））

○○空空きき家家再再生生活活用用のの「「代代行行」」のの仕仕組組みみ ➔➔ 銀銀行行・・社社会会貢貢献献支支援援資資金金

（（１１棟棟ででもも多多くく町町家家をを残残すす。。リリススククをを共共有有すするる有有志志をを結結集集ししてて、、具具体体化化））

○○ＮＮＰＰＯＯはは、、移移住住者者個個人人ののササポポーートトをを重重要要視視➔➔ 若若者者のの能能力力をを引引出出しし

起起業業支支援援、、移移住住者者をを歴歴史史的的建建築築物物のの継継手手・・ままちちづづくくりりのの担担手手にに

（（ＮＮＰＰＯＯはは賃賃貸貸等等ををササポポーートトししてて、、移移住住者者のの積積極極的的受受入入、、若若者者のの起起業業をを

促促すす））」」 ➔➔ 暮暮ららしし・・ココミミュュニニテティィのの持持続続にに繋繋げげるる

①空き家再生専門集団の具体的な活動内容
当初の空き家再生活用の取組みは、NPOが家
主を説得し、家主自身が事業主となり、改修事業
をNPOがサポートして、空き家を再生した後、
移住者等の入居希望のストックの中からマッチン
グをして活用してきた。いわゆる基本的なパター
ンで実績を上げてきた。
最近は空き家の家主が、資金問題等で再生活用
が、できないケースが潜在化している。その解決
を八女福島では、一定のリスクを背負いながらも
仲間の知恵を結集して、家主に代わり建物の改修
から活用までを代行する仕組みをケースバイケー

スで、家主との関係、資金の調達（一番の難問で、
日本政策金融公庫及び地銀と連携を模索）など一
つひとつの課題を実践しながら克服し、着実に一
棟一棟を再生活用しつつノウハウを蓄積してきて
いる。（「空き家再生活用の代行事業＝代行リノベ」
と呼んでいる。）

★★ 住住民民組組織織

八八女女福福島島町町並並みみ保保存存会会

★★ 住住 民民

○空空家家所所有有者者

○空空家家管管理理者者

空家の情報提供

空家紹介
ママッッチチンンググ

支援、移住者の情報提供

ヒヤリング

≪≪移移住住受受入入≫≫  ポイント： 「人間性」 「町並み保存へ
の理解度」 「町内会への入会」（コミュニティ参画）

問合せ
相談

◇◇ 空空きき町町家家のの相相談談・・ママッッチチンンググののススキキーームム ◇◇

★★ 行行 政政

定定住住対対策策課課（町並み景観係）

★★ 希希望望者者

○賃賃貸貸入入居居

○買買取取りり

（（移移住住、、住住宅宅・・店店
舗舗））

★★ままちちづづくくりり団団体体
（（社社会会貢貢献献））

○ＮＮＰＰＯＯ町町家家再再生生
応応援援団団・・ままちちづづくく
りりネネッットト ほほかか（空
家再生活用）

問合せ
相談

面接

連携
協働

○ＮＮＰＰＯＯ町町並並みみデデ
ザザイインン研研究究会会（改
修） 改修サポート

協働活動

★★ 借借 主主

○○移移住住者者、、出出店店者者がが入入
居居ししてて活活用用
※※家家賃賃・・約約７７～～８８万万円円

★★ 行行 政政
★★ 設設計計・・施施工工団団体体

○○ NNPPOO八八女女町町並並
みみデデザザイインン研研究究会会
（建築士・工務店・
職人等）

賃賃貸貸
活活用用

市は、賑わい創出、定住促進を推進
するため、伝建事業、国交省事業等
で伝統家屋の修理を支援

・・修修理理再再生生・・活活用用ををササポポーートト

★★ 町町家家再再生生活活用用団団体体

○○ NNPPOO等等ままちちづづくく
りり団団体体

・・建建物物のの修修理理再再生生活活用用
事事業業

国国 、、八八女女市市

相相談談
・・賃賃貸貸借借契契約約
（（約約１１５５年年））
・・寄寄附附受受入入

ＨＰ等でまちづくりＰＲ、移
住等の募集やサポート

連連携携

空空きき家家（（伝伝統統家家屋屋））

★★ 所所有有者者

連連携携

・・入入居居後後ののササポポーートト

◇◇空空きき町町家家再再生生活活用用のの事事業業ススキキーームム ◇◇ ((ＮＮＰＰＯＯ等等//事事業業主主体体))
≪≪創創造造型型・・代代行行リリノノベベのの仕仕組組みみ：：ササブブリリーースス的的手手法法≫≫

補補助助金金

★★ 資資 金金

○○金金融融機機関関
○○ＮＮＰＰＯＯ等等ままちちづづくくりり団団体体
会会員員かかららのの借借入入
((社社会会貢貢献献フファァンンドド））
※※１１棟棟約約11,,000000万万円円

（（事事業業者者））
設設計計
施施工工
・・前前年年度度基基本本設設計計（無料）
・・実実施施設設計計・・設設計計監監理理（契約）

・・修修理理工工事事のの施施工工（契約）

リリススククをを見見極極めめるる能能力力

・・建建物物管管理理貸貸借借契契
約約等等（（１１５５年年））

賃賃料料
相相談談・・協協議議

返返済済

資資金金調調達達
融融資資・・返返済済（（１１５５年年））

12

◇◇ 空空きき家家をを再再生生活活用用ししたた実実績績 ◇◇
２２００２２１１年年１１００月月 時時点点

店店舗舗・・工工房房等等ととししてて活活用用：： ３３００件件
住住宅宅兼兼店店舗舗・・工工房房等等：： １１７７件件
住住宅宅専専用用ととししてて活活用用：： ２２３３件件

計計７７００件件
（（内内代代行行リリノノベベ：： ２２１１件件））

：店舗・工房等
：住宅兼用店舗・工房等
：住宅専用

・・「「八八女女町町家家ねねっっとと」」ののＨＨＰＰ
かからら問問合合せせがが多多いい
・・町町家家のの魅魅力力にに憧憧れれたた、、
若若者者のの問問合合せせがが多多いい八女伝統工芸館

福島小

公開施設

公開施設

福島八幡宮

CCrraafftt iinnnn 手

旧旧貸貸本本屋屋-宿
（簡易宿所）

空空きき家家はは１１棟棟解解消消ししててもも、、高高齢齢世世帯帯がが多多くく、、すす
ぐぐにに空空きき家家はは増増ええるる。。取取組組みみははエエンンドドレレスス

NNIIPPPPOONNIIAA

NNIIPPPPOONNIIAA

CCrraafftt iinnnn 手

1993 年（Ｈ５）から今日まで、空き家再生活用
を取組んだ成果として約 70軒の空き家が活用さ
れ、蕎麦屋、レストラン、居酒屋、カフェなどの
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飲食店やアンテナショップ、雑貨店等の店舗（店
舗兼住宅も多い）、提灯・木工等の工房件住宅、町
家ホテル、介護施設、専用住宅などとしての活用
が進んでいて、一部では地域コミュニティに若い
新住民が積極的に寄与する現象も生まれている。
②これからの課題
ア）特に深刻なのは、重伝建地区の周辺に存在す
る歴史的な建築物の空き家である。重伝建地区
のバッファゾーンとして、保全措置を取ってい
る自治体は、一定のコントロールができている
ところもあるが、全く保全措置のないところは、
保全に対し行政の支援がないので、どんどん解
体をされていく現実がある。八女福島も「街環
事業」の期間が 2020 年に終了して、現在、保

全措置がない状態である。所有者は金銭的な余

裕のない方が多ので、選択の余地がなく、老朽

化により解体せざるを得ないのが実態である。 

 　したがって、行政に出来るだけ早く「歴史ま

ちづくり法」等の制度導入を求めている。

イ）八女市は、旧八女市の時代に、国の平成の合
併施策を受けて、生活・文化圏の歴史的経緯の
中で、隣接する旧八女郡内の３町２村の要請を
受け入れて合併を行った。その結果、中山間地
域が大幅に拡大し、少子高齢化が激しさを増す
中で、過疎という厳しい環境が深刻化している。
	 　そこで、拡大した市域の中で、「少子高齢化
への積極的な対応、持続する地域社会などを目
標」として、それぞれの地域が連携し、響きあ
うまちづくりを発展させるべく、八女福島で活
動する「まちづくりネット八女」を 2018 年に
NPO法人化した。

★★行行政政（（八八女女市市））

定定住住対対策策課課
防防災災安安全全課課

各各支支所所

★★市市域域全全体体のの
推推進進機機関関

ままちちネネッットト八八女女

((NNPPOOままちちづづくくりりネネッットト八八女女))

株株))ＮＮＯＯＴＴＥＥ八八女女
((宿宿泊泊施施設設整整備備事事業業))

★★会会員員

個個人人会会員員

団団体体会会員員

（（八八女女市市民民））

（（自自治治体体職職員員））

★★八八女女福福島島
ままちちづづくくりり団団体体

○○NNPPOO八八女女町町家家再再生生
応応援援団団
○○NNPPOO八八女女空空きき家家再再
生生ススイイッッチチ
○○NNPPOO八八女女町町並並みみデデ
ザザイインン研研究究会会ななどど

★★中中山山間間地地域域のの
ままちちづづくくりり団団体体

○○NNPP00八八女女ああききややもも
りり（黒木町）

○○NNPP00白白城城のの里里旧旧大大
内内邸邸保保存存会会（立花町）

○○NNPP00ががんんばばりりよよるる
よよ星星野野村村
○○旧上陽町
○○旧矢部村

★★大大学学

○○九九州州大大学学決決断断
科科学学ププロロググララムム
○○久久留留米米工工業業大大
学学建建築築・・設設備備工工
学学科科
○○有有明明高高専専建建築築
科科ほほかか

参画
協働

連携
協力

◇◇ 「「ままちちネネッットト八八女女」」ののイイメメーージジ図図 ◇◇
≪≪活活動動目目標標：：地地域域文文化化及及びび地地域域ココミミュュニニテティィ持持続続＝＝移移住住・・定定住住 ≫≫

連携
協力

協協働働

そして、まちづくりのノウハウを蓄積している

八女福島から、奥八女（中山間地域）の古民家の
空き家を貴重な地域資源と受止め、再生しつつ移
住者を積極的に受入れるまちづくりのノウハウを
伝授していくネットワークづくりに着手した。
働きかけが功を奏し、2019 年 10 月に旧黒木町
を中心に「NPO法人八女あきやもり」が発足し、
地域の古民家を中心に空き家再生活用の活動を開
始した。今後、ほかの地域にも「NPO法人がん
ばりよるよ星野村」「NPO法人白城の里旧大内邸
保存会」などの団体へ積極的に働きかけを進める
こととしている。

３．滞在型観光まちづくりへの
　新たな挑戦
１）国の動き
○政府は、2016 年９月に「歴史的資源を活用した
観光まちづくりタスクフォース」を立上げ、古
民家等の歴史的資源を各地域で観光資源として
再生活用する民間有識者の方々からヒアリング
を行い、中間とりまとめを行った。
○ 2017 年１月には内閣官房に「歴史的資源を活
用した観光まちづくり連携推進室」（＝連携推進
室）を設置し、意欲ある地域の相談に乗る体制
を整えた。
○連携推進室では、①まちづくり組織の組成、②
まちづくり計画の策定、③物件活用に向けた所
有者との調整・交渉、④物件活用事業者の募集
とマッチング、⑤物件の改修、⑥事業の運営に
ついて等様々な地域の取組について相談に乗
り、連携推進室と専門家会議が公民一体となっ
て支援し、オーダーメイドで対応することによ
り、地域の特色を活かしつつ取組みを実現化し、
地域を再生・活性化することを目指している。

２）八女福島の取組み
○近年、町並みの保存整備も進み、継続したまち
づくりで魅力も増してきたことから、増加して
きた来訪者に八女福島らしいおもてなしをする
ため、滞在型の観光まちづくりを進めている。
今日まで、町家を再生活用した宿泊施設は、「町
家に泊まれる宿・川のじ」（2014/4 オープン、
一棟貸）が活躍している。また、2019/10 ゲス
トハウス的な宿「貸本屋」（２室）もオープンし
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ている。
◯現在進めている空き町家を再生活用した分散型
町家ホテル事業は、町家建築の歴史性及び価値
を尊重しながら客室やレストラン、または店舗
としてリノベーションを行い、その土地の文化
や歴史を体感できる複合宿泊施設として再生し
ていく取組みで、コンセプトは「住まうように
泊まる」であり、滞在型観光まちづくりのキー
ワードにしている。

①分散型町家ホテル事業の取組みの状況
ア）中心商店街の活性化を目指す取組み

14
八八女女福福島島分分散散型型町町家家ホホテテルル事事業業

喜喜多多屋屋別別邸邸棟棟 ３３室室 レレスストトラランン併併設設

旧旧大大坪坪茶茶舗舗棟棟 ４４室室 ギギャャララリリーー併併設設
主主屋屋棟棟
離離れれ座座敷敷棟棟
蔵蔵棟棟 ２２棟棟

ＮＮＩＩＰＰＰＰＯＯＮＮＩＩＡＡはは 各各地地にに点点在在ししてて残残
さされれてていいるる古古民民家家をを そそのの歴歴史史性性をを尊尊重重
ししななががらら客客室室やや飲飲食食店店、、ままたたはは店店舗舗ととしし
ててリリノノベベーーシショョンンをを行行いい そそのの土土地地のの文文
化化やや歴歴史史をを実実感感ででききるる複複合合施施設設ととししてて再再
生生ししててくく取取組組みみでですす。。

NNIIPPPPOONNIIAA  HHOOTTEELL八八女女福福島島商商家家町町

◯補助事業：2019 年度に経済産業省の事業採択
（商店街活性化・観光消費創出事業）
◯宿泊施設整備事業者：「八女タウンマネジメント
（株）」（八女商工会議所が主導して設立）、補助
事業共同申請者「八女市商店街連合会」
◯宿泊施設運営者：バリューマネジメント（株）
大阪本社
◯宿泊施設改修工事：実施設計・監理及び改修工事
については地元のNPO法人の建築集団が担う
◯ホテル名：「NIPPONIA	HOTEL 八女福島商
家町」
◯ホテル開業：
	 2020/ ４/ １　喜多屋別邸棟３室（レストラン
併設）
	 2020/ ６/ １　旧大坪茶舗棟４室（ギャラリー
併設）
◯コンセプト：新たな日本茶の世界観に、心躍る
ホテル
◯料金設定：
	 ２名１室：一泊二食・一人 26,620 円～

◯予約サイト：主要OTAサイト（インターネッ
ト予約）

15

茶茶舗舗がが 宿宿にに ——住住ままううよよううにに泊泊ままるる——

商商
家家
町町
ホホ
テテ
ルル
事事
業業

★★ 運運営営会会社社

○○運運営営会会社社がが宿宿泊泊施施設設、、
レレスストトラランンのの経経営営
（（株株・・ババリリュューーママネネジジメメンン
トト） ※※家家賃賃

★★ 行行 政政

★★ 設設計計・・施施工工団団体体

○○ NNPPOO地地元元建建築築
集集団団

ササブブリリーースス
・・定定期期賃賃貸貸
借借契契約約
（（約約１１５５年年））

・国：商店街活性化・
観光消費創出事業

★★ 開開発発

◎◎ 八八女女タタウウンンママネネ
ジジメメンントト((株株))・・八八女女
市市商商店店街街連連合合会会

・・宿宿泊泊施施設設整整備備事事業業

国国 （（経経産産省省））

協協議議

連連携携

伝伝統統家家屋屋・・２２棟棟

★★ 所所有有者者

連連携携

補補助助金金

★★ 資資 金金

○○金金融融機機関関

((日日本本政政策策金金融融公公庫庫、、
地地銀銀４４社社））

（（事事業業者者））
設設計計
施施工工
依依頼頼

資資金金調調達達
融融資資・・返返済済
（（約約１１５５年年））

・・定定期期賃賃貸貸借借契契約約
（（約約１１５５年年））

≪≪出出資資≫≫地地元元企企業業、、個個人人

NNIIPPPPOONNIIAA  HHOOTTEELL

賃賃料料

★★ ココンンササルルタタンントト

○○ 株株））NNOOTTＥＥ九九州州

◇◇ 八八女女福福島島のの分分散散型型 町町家家ホホテテルル事事業業 ののススキキーームム ◇◇

賃賃料料 返返済済

イ）町家ホテルの拡大の取組み
2020年オープンのNIPPONIA	HOTEL八女福
島商家町（２棟７室）は、コロナ過であるが一定
の運営成績を維持している。更に、2021年 10月
には、伝統工芸や農業などの地域資源と連携した
「Craft　Inn手」（空き町家等を改修して２棟３室）
がオープンした。現在、空き町家１棟を改修中で、
2022年６月頃には２室を拡大予定である。
2020 年以降は新型コロナウイルスの影響で観
光まちづくりにも大きな打撃となった。一方で、
テレワークなどが普及し、自分の生活を第一に、
住む場所や働き方を考えるという動きが広まりつ
つあるように感じている。
そして、旅行者は遠い場所より、自家用車で行
ける安心な近場を観光するようにシフトしてき
ている。これを「マイクロ・ツーリズム」と呼ぶ
ようである。近県の都市圏域で誘客を狙うような
市場の重要性を再認識し、土地の文化や歴史の魅
力を更に磨きつつ、適したサービスをすること
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で、土地に適した観光まちづくりの展開を目指し
ている。

４．まちづくりを持続させるために
歴史的資源を活かしたまちづくりは、各地域に
おいてますます魅力を増すとともにまちづくりの
重用施策になるであろう。住民の暮らしの継承と
コミュニティの維持、伝統建築技術の育成・継承、
町並みを含めた歴史的な建築物の利活用、インバ
ウンドツーリズムの受入れなどなど、各地方はも
とより都道府県を超えた圏域で、各自治体及びま
ちづくり団体がどう連携を図り、共通認識を深め
つつ、情報交換を核としながら、連携して取組む
体制づくりが求められている。
まちづくりを持続させていくためには、ビジネ
ス的思考を磨き、次の役割を常に探求し、実践し
継続していくことが大事である。
①人材の掘り起こし
②人材と人材を繋ぐ
振り返ると、高度成長時代にスクラップアンド
ビルドという価値観のもと、日本の原風景である
多くの町並みが破壊された。経済の論理、開発の
波から取り残された町並みは、バブルがはじけて
低成長時代が続く今、輝きを取り戻そうとしてい
る。なぜか、「古民家を修理して住む、家を代々つ
ないでいく」という日本人の伝統文化を大切にす
る心が受継がれているからだろう。

八八女女福福島島ののままちちづづくくりり

ドドキキュュメメンンタタリリーー映映画画

−⽇本の未来へのメッセージ−

高度成⻑時代、経済の論理、
開発の波から多くの町家が壊
された
⽇本の「木の文化」は、伝統、
暮らし、命、心とともに家
（町家）を繋いできた

繁栄のなかで忘れかけている
⽇本の伝統文化の本質を問う
＊グループ現代 （ＤＶＤあり）

2021/1/30(土)からレンタル配信開始中
https://vimeo.com/groupgendai/vod_pages

私たちは、八女福島のまちづくりを検証し、次
の世代に伝えようと、全国に先駆けてドキュメン
タリー映画「まちや紳士録」を 2013 年に完成さ
せ、全国上映を取組み大きな反響を得て、全国の
仲間と繋がった。
この映画を通じて、繁栄のかなで忘れかけてい
る日本の心の本質を問いかけた。
まちづくりを持続させるためには、常に原点に
立ち返り、検証をしながら次の挑戦を考えること
が重要であると考えている。
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連 絡 先：責任者・北島力　
電 　 話：090-8413-6128
事 務 所：〒 834-0031 八女市本町 264 西棟
e m a i l：bynrt982@ant.bbiq.jp
website：http://www.yame-machiya.info/

●● ままちちづづくくりりのの実実践践、、見見ええててききたたキキーーワワーードド「「移移住住・・定定住住 」」 ●●

○○ 第第１１にに地地域域のの建建築築集集団団のの組組織織づづくくりりとと持持続続すするる活活動動

・・住住民民のの修修理理等等のの相相談談活活動動をを永永続続的的にに担担うう

・・地地域域のの伝伝統統建建築築技技術術のの人人材材のの確確保保・・育育成成  生生業業にに繋繋げげるる

○○ 第第２２にに町町家家等等のの再再生生活活用用をを担担うう組組織織づづくくりりとと持持続続すするる活活動動
・・活活動動をを日日常常的的にに担担うう、、組組織織づづくくりり
・・活活動動をを持持続続ささせせるる  リリーーダダ（（人人材材））をを生生みみ出出すす

○○ 第第３３にに町町家家等等をを再再生生活活用用すするるたためめ、、移移住住のの積積極極的的受受入入

・・空空きき家家再再生生活活用用すすれればば  移移住住者者をを町町家家のの継継手手にに繋繋げげるる

・・空空きき家家再再生生活活用用すすれればば  移移住住者者ををままちちのの担担手手にに繋繋げげるる

 ココミミュュニニテティィのの持持続続にに繋繋ががるる

○○ 第第４４にに行行政政のの支支援援制制度度のの充充実実（（公公民民連連携携をを進進化化ささせせるる））

・・再再生生活活用用のの取取組組みみののススピピーードド化化  市市民民とと行行政政のの協協働働

○○ 第第５５にに観観光光ままちちづづくくりりのの推推進進

・・滞滞在在型型観観光光ままちちづづくくりりのの模模索索  魅魅力力的的なな宿宿・・空空間間づづくくりり


